
芝浦⼯業⼤学×津⽥塾⼤学×⾹川⼤学 学⽣対流促進事業
『また訪れたくなる⼩⾖島』を実現する
観光サービス創出合同ワークショップ

⽬的
本ワークショップは、「また訪れたくなる⼩⾖島」を実現する観光サービス創出を⽬指し開催された。価値観の異なる地⽅の
学⽣（⾹川⼤⽣）と、東京圏の学⽣（芝浦⼯業⼤学，津⽥塾⼤学）が連携し、若者ならではの斬新な観光サービスを創出する。

参加者
参加者は、⾹川⼤学および都市圏⼤学の芝浦⼯業⼤学、津⽥塾⼤学の3⼤学で表1のとおり21名の学⽣が参加した、学年の構成
は3年⽣9名、4年⽣9名、⼤学院修⼠1年1名，⼤学院修⼠2年2名
であった。グループワーク実施のため、参加者を学年や⼤学の
偏りが出ないように6つのグループに分けた。
⽇程概要

学⽣の声
はじめは、他⼤学の学⽣とフィールドワークをおこない，成果発表まで上⼿く辿り着けるのか不安であった。しかし、実際に

フィールドワークをおこない，様々な体験や課題に対する意⾒やアイデアを出し合うことで打ち解けていくことができた。
今回、普段関わることがない東京圏の学⽣との交流を通して，⾃分の物事に対する視野を広げることができた。（⾹川⼤4年）

表 参加学⽣内訳

フィールド調査（初⽇） フィールド調査（2⽇⽬）

講演（土庄町） アイデア創出ワーク

成果発表会成果発表会資料作成

アイデア創出ワーク（2⽇⽬） 成果発表会（3⽇⽬）

観光者体験ワーク

アイデアスケッチ

スピードストーミング ハイライト

成果発表会資料作成

成果発表会成果発表会

（注）芝浦⼯業⼤学は学内イベントがあり不参加


